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1　は　じ　め　に

近年山形県内において．強害雑草「イチビ」が発生し，

特に村山，置賜地方に多く発生している。トウモロコシの

生育を阻害し収量及びサイレージの品質にも悪影響を及ぼ

し，また，「イチビ」特有の臭いにより∴飼料の嗜好性も

低下する。自給飼料の生産拡大を図り，畜産物の一層の低

コスト生産を目指すため，「イチビ」の効果的な防除技術

が必要であることから，除草剤散布法と，耕種的防除とし

ての，発芽促進による防除法を検討したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験1：除草剤散布法の検討

イチビの防除試験は，平成3年（1991年）．4年（1992

年）の2年間行った。トウモロコシの播種条件，除草剤散

布処理法は，表1，2に示した。調査項目は，トウモロコ

シの収邑　イチビ量，その他の雑草量とした。

（2）試験2：耕種的防除としての．発芽促進による防除

法の検討

トウモロコシ収穫後における，ロータリーでの圃場表面

撹拝による，イチビの発芽促進効果，また，秋期における

イチビ発芽促進による，翌春の発芽減少効果について検討

表1　平成3年試験のトウモロコシの播種条件と処理
区分

（トウモロコシの播種条件〉

供試面積：151ゼ（3．75mx4m）
品　　種：XL25A
播種法：2拉点描（後に1本立）
栽植密度：798本／a，株間17cm，畦幅75cm
播種期：平成3年4月30日
反復数：2反復
供試圃場：イチビの発生の多い場内圃場

く処理区分〉

処理恥 処　 理　 方　 法　　　　　　 処 理 時期
1 無 処 理　　　　　　　　　　　　　　　 トウモロコシ
2 アトラジン・メトラクロール水和剤　 30 m g／ a　 播 種 直後
3 〝　　　　　　　 40 m g／ a　 播 種 直後

4 30 m g／ a　 播種後 7 日日
5 30 m g／ a　 発芽 期
6 40 m g／ a　 2 糞 期
7 40 m g／ a　 4 葉 期
8 ア ラ クロー ル乳剤　　　　 2 5m g／ a　 播 種 直 後
7 トラジン水和刺 20扉／a ＋ペンタゾン液剤 15mg／a　 4 葉 期
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した。

表3に方法を示した。処理区分は，イチビが下種したこ

とを想定しイチビの種を播いた後，ロータリーで開場の表

面を据拝する区と無処理区を設けた。

3　試験結果及び考察

（1）試験1

表4，5にトウモロコシ収穫時の収量と雑草量を示した。

平成3年試験，平成4年ともに，アラクロール乳剤を土壌

処理し，アトラジン水和剤とペンタゾン液剤の茎葉処理法

が，イチビの発生を完全に抑制し，除草法として点も効果

が高いと考えられた。

次に，アトラジン・メトラクロール水和剤の処理時期の

検討である。平成3年度では，トウモロコシ2葉期，4彙

期散布の効果が高かった。平成4年度では，トウモロコシ

表2　平成4年試験のトウモロコシの播種条件と処理
区分

くトウモロコシの播種条件〉

供試面構：121ぱ（4mX3m）
品　　　　種：P3352
播　種　法：2粒点描（後に1本立）
栽植密度：700本／a，株間19cm，畦幅75cm
播　種　期：平成4年5月12日
反　復　数：2反復
イチビ播種量：200拉／4rd

（処理区分〉

処理恥 処　 理　 方　 法　　　　　　 処 理 時 期

1 無 処 理　　　　　　　　　　　　　　 トウモロコシ

2 アトラジン・メトラクロール水和剤　 3 0 m g／ a　 播 種 直 後

3 4 0 m g／ a　 播 種 直 後

4 〝　　　　　　　 4 0 m g／ a　 播種後 7 日目

5 4 0 m g／ a　 発芽 期

6 〝　　　　　　　 4 0 m g／ a　 2 彙 期

7 4 0 m g／ a　 4 葉 期

8 ア ラ ク ロール乳 剤　　　　 25 m g／ a　 播 種 直 後
7 トラジン水和剤 2掴 ／a 十ベンタゾン液剤 15mg／a　 4 棄 期

表3　試験条件

処理　区　分：イチビが下種したことを想定しイチビの

供
イ
播
反

樺を播いた後，ロータリーで圃場の表面
を撹拝する区と，無処理区を設けた。

試面穏：4nf（2mx2m）
チビ播種量：200校
種　期：平成4年9月30日
複　数 3反復
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播種後7日臥トウモロコシ発芽期の散布が他の時期の散

布区よりも，雑草量が少ないという結果が得られた。平成

3年試験，平成4年試験を総合的に検討すると．アトラジ

ン・メトラクロール水和剤の1回処理は．トウモロコシ播

種後7日目から，トウモロコシ4秦期までにアール当たり

40mgで処理する方法が，比較的効果が高いと考えられた。

しかし，アトラジン・メトラクロール水和剤の使用登掛こ

は「トウモロコシ発芽直後から1糞期」の散布は認められ

ていない。したがって，トウモロコシ播種後7日目から発

芽する前までに土壌処理するか，若しくは，トウモロコシ

2彙期から4秦期までに茎葉処理すべきであると考えられ

る。また，トウモロコシ2葉期から4糞期で処理するとイ

チビは除草できるが，その他の雑草，特にイネ科雑草が残っ

てしまう傾向がある。前年にイネ科雑草が多かった場合に

は，イネ科雑草に効果的なアラクロール乳剤の土壌処理を

行うことがより効果的と思われる。

次に，天童市で行った現地実証試験について報告する。

最も効果が高い除草法と考えられたアラクロール乳剤で，

土壌処理してアトラジン水和剤とペンタゾン液剤で茎葉処

理する方法を試験に取り入れた。しかし，この方法は，ど

のような状態の圃場にでも適しているとはいえないようで

ある。イチビ個体数の推移を表6に示した。茎葉処理は6

月5日に行い，その時のイチビの数はlnf当たり570本で

あり－相当，イチビの密度が高い開場であった。茎糞処理

2週間後のイチビの数は1汀f当たり206本となり570本から

206本に減少させるにとどまった。このようにイチビの密

度が高い圃場では1年間だけではイチビを無くすことはで

きず，完全に処理するには何年か時間をかけて対処する必

要があると思われ．イチビの密度が相当に高い開場の防除

対策が今後の課題である。

表4　平成3年試験の収包及び雑草量（k／a）
（平成3年8月19日収穫）

トウモロコシ　　生　　　草　　生草その他
処理恥　生草収量　イチビ量　雑　草　虫
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表5　平成4年試験の収量及び雑草畠（k／a）
（平成4年9月7日収穫）
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表6　現地実証試験（平成4年度試験）のイチビ数の
推移　　　　　　　　　　　　　　（本／ポ）

処　理　区　名　　　　　6／5　6／15　6／20

7ラクロール乳剤　25mg／a　播種直後
＋

アトラジン水和剤　20m‘／a
＋

ベンタゾン液剤15mg／a
イチビ3彙期

570　　300　　2（娼

（2）試験2

表7に平成4年秋のイチビ発芽数を示した。無処理区の

11月5日までの発芽総数は9．6本．ロータリーによる撹拝

区の発芽総数は1臥3本であったことから，トウモロコシ収

穫後ロータリーで圃場の表面を撹拝することによりイチビ

の発芽促進の効果はあると考えられた。そして∴翌春の発

芽が減少するのか，継続調査した結果を表8に示した。前

年秋の無処理区の5月6日から5月26日までの発芽総数は

6．0本，前年秋にロータリーによる撹拝を行った区の発芽

総数は11．0本であった。

秋にイチビの発芽促進を行い，発芽数を多くしても，翌

年春の発芽減少には結びつかず，逆に－発芽数が増えるこ

とになった。しかし，圃場の中にある未発芽種子数の減少

には効果が高いと考えられる。また，春に発芽したイチビ

に対しては除草剤で対処できる。したがって，トウモロコ

シ収穫後の圃場の表面撹拝は，イチビの防除方法として有

効な方法の一つと考えられる。

表7　平成4年秋のイチビ発芽数　　　（本／4Ⅰぱ）

処理区分117

1010101010　1011　発芽
／9／13／16／21／26／30／5総数

無　処　理　区　0．3　0．3　0．0　5．0　3．7　0．0　0．3　0．0　9．6

ロータリー撹梓区　6．3　3．0　5．7　2．7　0．3　0．3　0．0　0．018．3

表8　平成5年春のイチビ発芽数　　（本／41ポ）

処　　理　　区　　分　5／6　5／10　5／17　5／24　5／26

前年秋無処理区　0．0　0．0　3．3　2．3　0．3　6．0

前年秋ロータリー撹拝区　0．7　1．0　67　2．7　0．0　11．0

4　ま　と　め

（1）イチビの発生が比較的少ない圃場では．アトラジン・

メトラクロール水和剤でトウモロコシ播種7日目から発芽

するまでに土壌処理するか，または2－4菓期に茎葉処理

する方法が適すると考えられた。

（2）イチビの発生が特に多い圃場では，アラクロール乳

剤で土壌処理した後にアトラジン水和剤及びベンタゾン液

剤で茎葉処理する方法が適すると考えられた。

（3）トウモロコシ収穫後ロータリーで表面撹拝するとイ

チビの発芽促進の効果が高いが，翌春の発芽減少には結び

つかなかった。しかし，圃場の中にある未発芽種子数の減

少には効果が高いと考えられた。
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